
施政方針・予算・主要事業

　
令
和
６
年
度
は
、
大
河
ド
ラ
マ

を
通
じ
た
田
沼
意
次
侯
へ
の
注
目

度
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
推
進

中
の
取
組
を
加
速
し
て
い
く
重
要

な
年
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
、
困
難

で
前
例
が
な
い
課
題
に
対
し
て
積

極
的
に
挑
戦
し
、
重
点
戦
略
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
主
要

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
［
戦
略
１
］
富
士
山
型

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　
陸
海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
結

節
点
と
な
る
高
台
と
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
や
食
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
沿
岸
部
の
強
み
を
生
か
し
た
拠

点
創
出
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
名
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
地

区
に
お
け
る
高
台
開
発
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
宅
街
区

の
整
備
が
６
月
ご
ろ
に
完
了
し
、

住
宅
街
区
以
外
は
夏
ご
ろ
、
造
成

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
県
内
中
部
方
面
か
ら
の
玄
関
口

と
な
る
坂
部
地
区
に
、
令
和
７
年

度
開
業
を
目
指
し
て
道
の
駅
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
５
月
ご
ろ
か
ら

農
産
物
直
売
所
の
建
築
に
着
手
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
新
鮮
な
農
水

産
物
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
特

産
品
を
生
か
し
た
飲
食
や
商
品
開

発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
通
じ
て
、

周
辺
地
域
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
拠

点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本年度のまちづくりの方針や予算、主要事業についてお知らせします。
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施政方針・予算・主要事業
　
家
庭
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
推
進
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
池
な
ど
の
設
備
導

入
や
既
存
の
一
戸
建
て
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
に
対
し
て
助
成
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。
６
年
度
は
、
バ
ッ

グ
型
コ
ン
ポ
ス
ト
の
市
民
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
実
施
し
、
生
ご
み
の

堆
肥
化
に
よ
る
可
燃
ご
み
の
削
減

と
資
源
循
環
を
進
め
ま
す
。

　 　
［
戦
略
３
］
日
本
一
女
性

　
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
推
進

　
孤
立
や
孤
食
、
発
達
や
経
済
的

な
課
題
を
抱
え
る
学
齢
期
の
児
童

を
対
象
に
学
習
や
生
活
習
慣
の
形

成
、
食
事
面
な
ど
の
支
援
を
行
う

「
第
三
の
居
場
所
」
を
榛
原
児
童

館
の
敷
地
内
に
整
備
し
ま
す
。
令

和
７
年
４
月
の
運
営
開
始
に
向
け
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
や
子
育
て
世
代
の
憩
い
の

場
と
な
る
公
園
に
つ
い
て
、
６
年

度
は
、
油
田
の
里
公
園
の
資
料
館

改
修
の
実
施
設
計
や
、
ふ
る
さ
と

体
験
の
森
整
備
に
伴
う
エ
リ
ア
景

観
計
画
の
策
定
を
進
め
、
家
族
や

友
人
、
親
子
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

公
園
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
女
性
の
活
躍
や
働
き
方
に
関
し

て
は
、「
私
た
ち
の
月
３
万
円
ビ

ジ
ネ
ス
」
の
受
講
生
の
募
集
と
育

成
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
５
年

度
の
受
講
生
各
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

受
講
生
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
働
き

方
や
女
性
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
創
出

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
小
企
業
な
ど
に
勤
務
す
る
男

性
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
を
推

進
す
る
た
め
、
６
年
度
か
ら
新
た

に
、
育
児
休
業
を
取
得
し
、
復
帰

後
３
カ
月
以
上
雇
用
継
続
さ
れ
た

場
合
に
は
、
事
業
主
に
対
し
５
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
改

革
と
教
育
の
推
進
、
職
場・家
庭・

地
域
に
お
け
る
固
定
的
役
割
分
担

か
ら
の
脱
却
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
幼
児
教
育
お
よ
び
保
育
に
お
い

て
は
、
６
年
度
か
ら
、
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
は
社
会
福
祉
法
人
一
羊
会

が
運
営
す
る
民
間
保
育
園
と
し
て
、

地
頭
方
保
育
園
と
地
頭
方
幼
稚
園

は
統
合
し
て
市
立
地
頭
方
こ
ど
も

園
と
し
て
、
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

細
江
保
育
園
は
、
７
年
度
か
ら
の

市
社
会
福
祉
事
業
団
に
よ
る
運
営

移
管
に
向
け
た
調
整
や
手
続
き
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
送
迎
バ
ス
へ
の
園
児
置
き
去
り

に
よ
る
死
亡
事
故
に
関
す
る
「
市

教
育
・
保
育
施
設
等
事
故
検
証
委

員
会
」
の
報
告
書
を
基
に
、
子
ど

も
の
安
心
安
全
に
向
け
た
取
組
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
［
戦
略
４
］
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
は
、
広
く
活
用
が
進
み
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
各
種
手
続
き
の
押

印
廃
止
の
見
直
し
を
５
年
度
に
行

い
、
今
後
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化

施政方針の全文は、
榛原・相良庁舎の
情報公開コーナー
や市ホームページ
で確認できます。

　
商
工
業
に
関
し
て
は
、
市
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
募
集
と
定
着
を
進
め
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ま

き
チ
ャ
レ
」
は
国
内
外
か
ら
多
く

の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
48

社
と
市
内
で
の
事
業
化
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
お
り
、
６
年
度
に

は
６
社
が
操
業
を
開
始
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、「
ま
き
の
は
ら
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
入
居
費
へ

の
助
成
を
行
う
な
ど
、
市
内
定
着

に
係
る
受
け
皿
や
伴
走
支
援
機
能

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ズ
キ
株
式
会
社
相
良
工
場
の

拡
張
支
援
に
関
し
て
は
、
令
和
４

年
10
月
に
市
と
県
、
同
社
が
３
者

協
定
を
締
結
し
、
現
在
、
県
企
業

局
に
よ
る
詳
細
設
計
、
用
地
買
収

の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
６

年
度
は
、
造
成
工
事
に
必
要
な
全

て
の
手
続
き
を
完
了
さ
せ
、
７
年

度
か
ら
の
工
事
着
手
を
目
指
し
て

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　
［
戦
略
２
］
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　

ン
と
経
済
成
長
の
好
循

　
環
の
実
現

　
脱
炭
素
へ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

地
域
農
業
の
収
益
性
な
ど
の
課
題

解
決
に
つ
な
げ
る
取
組
に
関
し
て

は
、
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
農
地
の
土

壌
改
良
や
食
品
残ざ

ん

渣さ

な
ど
を
混
合

さ
せ
た
肥
料
化
の
試
験
を
行
う
と

と
も
に
「
波
乗
り
レ
モ
ン
」
な
ど

の
新
た
な
産
地
化
を
進
め
ま
す
。

　
沿
岸
部
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

東
西
15
㎞
の
海
岸
線
に
お
け
る
各

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
賑
わ
い

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
静
波
地
区

に
お
い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
の
検
討
や
遊
休
地
の
活
用
可

能
性
調
査
の
実
施
を
通
じ
て
、
コ

ン
セ
プ
ト
な
ど
を
整
理
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
、
多
目
的

体
育
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

５
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
１
面
の
人
工
芝
化
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
出
場
す
る
試
合
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
に
よ
る
賑

わ
い
創
出
を
進
め
ま
す
。

　
市
全
体
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
都
市
機
能
や
居
住
エ
リ

ア
の
適
切
な
誘
導
を
図
る
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
や
、
海
岸
堤
防

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
申
請
者
が
各
種
証
明
書
の
交
付

や
引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
を
紙

様
式
へ
記
入
す
る
こ
と
な
く
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
経
済
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
は
、
市
内
で
の
消
費
を
促
す

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
る
市
民
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
小
規

模
事
業
者
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
た

め
、
従
来
の
紙
の
商
品
券
か
ら
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
還
元
す
る
仕

組
み
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
全
て
の
人
が

デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
と
利
便
性
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 　
［
戦
略
５
］
次
代
を
切
り

　

拓
く
力
を
育
む
新
た
な

　
学
校
づ
く
り

　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
の

あ
り
方
の
検
討
か
ら
こ
れ
ま
で
延

べ
１
万
人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
施

設
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
校
地
、
施
設

の
機
能
な
ど
を
ま
と
め
た
義
務
教

育
学
校
施
設
整
備
基
本
構
想
・
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

に
基
づ
き
、
榛
原
地
域
は
12
年
度

の
開
校
、
相
良
地
域
は
15
年
度
の

開
校
を
目
標
に
魅
力
的
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
外
国
籍
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴

い
、
５
年
度
か
ら
日
本
語
初
期
支

援
教
室
「
い
っ
ぽ
」
を
開
校
し
、

入
学
前
に
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
読
み
書
き
や
計

算
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

６
年
度
は
定
員
を
15
人
に
増
加
し
、

よ
り
習
熟
度
が
高
い
指
導
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
市
内
高

校
生
な
ど
を
対
象
に
バ
ス
の
通
学

定
期
券
の
購
入
助
成
を
新
た
に
実

施
し
ま
す
。
県
内
中
部
地
域
で
は

初
と
な
り
、
通
学
定
期
代
を
負
担

す
る
家
計
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
内
通
学
者
へ
の
補
助
額
を
高
く

し
、
市
内
の
高
校
の
進
学
者
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
３
次

総
合
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
本
格

化
さ
せ
、
希
望
あ
る
未
来
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

令和６年度

施政
方針

市
議
会
２
月
定
例
会
初
日
（
２
月
22
日
）
に
、
杉
本
市
長
が
本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

　
　
　

取
組
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
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「
挑
」

「
挑
」

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
増
額
し

ま
し
た
。

　
繰
入
金
、
諸
収
入
お
よ
び
県
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
多
目
的
体
育

館
お
よ
び
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
減
額
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
多
目
的
体
育
館
整
備

事
業
の
完
了
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
減
少
見
込
み
か
ら
、
約
１
億
円

の
減
額
と
な
り
、
４
年
連
続
で

20
億
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
民
生
費
は
、
榛
原

児
童
館
を
改
修
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
支
援
事
業
や
保

育
園
と
幼
稚
園
を
統
合
し
た
地
頭

方
こ
ど
も
園
の
開
園
、
相
寿
園
の

非
常
用
発
電
機
改
修
事
業
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
手

当
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
入
学

支
援
金
の
支
給
や
こ
ど
も
医
療
費

歳
入
の
法
人
市
民
税
は
、

企
業
収
益
の
伸
び
か

ら
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
個

人
市
民
税
は
、
定
額
減
税
に
よ
り

減
収
す
る
た
め
、
市
民
税
全
体
で

は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
、
評
価
替
え
に

よ
る
減
額
を
見
込
み
ま
す
。
市
税

全
体
で
は
前
年
度
比
０・
８
％
の

減
少
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
財
源
調
整
と
し
て
、
財
政
調
整

基
金
（
貯
金
）
か
ら
12
億
円
、
公

債
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

減
債
基
金
か
ら
２
億
５
０
０
０
万

円
を
繰
入
金
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
へ
の
振
替
額
の
減
少
な
ど
を

考
慮
し
、
増
額
し
ま
し
た
。

　
地
方
特
例
交
付
金
は
、
定
額
減

税
減
収
分
が
補
填
さ
れ
る
た
め
、

２
億
５
７
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
物
価
高
騰
対

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
１
７
億
円
で
す
。

　
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
観
光
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
「
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
」
に
重

点
を
お
い
た
予
算
付
け
を
し
ま
し
た
。
東
名
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
地
区
の
開
発
や
道
の
駅
の
整
備

事
業
、
沿
岸
部
活
性
化
事
業
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
、
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
活
用

推
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
３
年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
り
、
過
去
最
大
の
予
算
で
あ
っ
た
昨
年
度
に
次
ぐ

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

▶予算　一般会計（市の行政運営の基
　本的な経費を経理する会計）、特別
　会計（特定の事業を行うための会計）、
　企業会計（民間企業と同様に独立採
　算で運営する会計）の３つに分かれ
　ている
▶歳入　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての収入
▶自主財源　地方公共団体が自主的に
　収入できる財源。地方税、分担金お
　よび負担金、使用料、手数料、財産
　収入、寄附金など
▶依存財源　国や県から定められた額
　を交付されたり、割り当てられたり
　する収入。地方譲与税、地方交付税、
　国庫支出金、県支出金、地方債など
▶市税　市に収められた税金。市民税、
　固定資産税、軽自動車税、たばこ税
　など
▶地方交付税　全国の市町村が標準的
　な行政サービスが行えるように国か
　ら市町村に交付されるお金。国税の
　うち、所得税、法人税、酒税、消費
　税などの一定割合の額を再配分する
　もの
▶国庫支出金・県支出金　市町村が行
　う特定の事業に対して、国または県
　から交付されるお金
▶繰入金　市の基金（貯金）などから
　一般会計へ入れるお金
▶諸収入　延滞金や預金利子、雑入な
　ど、他の歳入科目に含まれない収入
▶市債　国や金融機関などからの借入
　金（市の借金）。公共施設の整備な
　どの財源を調達するために借り入れ
　る
▶歳出　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての支出
▶議会費　市議会を運営するための経
　費
▶総務費　行政全般の事務などに関す
　る経費
▶民生費　高齢者や障がい者に対する
　福祉や子育て支援など、安定した社
　会生活を保障するための経費
▶衛生費　健康増進や疾病予防、環境
　保全など、市民の健康で衛生的な生
　活を維持するための経費
▶労働費　勤労者の福利厚生や雇用対
　策のための経費
▶農林水産業費　農業振興のための支
　援や農業基盤整備のための経費
▶商工費　商工業や観光の振興、企業
　誘致、空港利用促進のための経費
▶土木費　道路や河川など社会資本を
　整備するための経費
▶消防費　常設消防（消防署の運営経
　費）、消防団活動の支援、防災対策
　のための経費
▶教育費　教育や生涯学習の充実、文
　化振興などのための経費
▶公債費　市債の元金や利子を支払う
　経費
▶予備費　予算編成時に予期しなかっ
　た支出に対応するための費用

助
成
な
ど
も
引
き
続
き
計
上
し
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
既
存
の
不
妊
治
療

助
成
事
業
や
産
婦
健
診
な
ど
に
加

え
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

拡
充
し
ま
す
。
予
防
接
種
事
業
で

は
、
新
た
に
帯
状
疱
疹
お
よ
び
お

た
ふ
く
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
診
断
奨
励
金
の
開
始
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
推
進
し

ま
す
。

　
教
育
費
は
、
義
務
教
育
学
校
の

建
設
事
業
、
相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
事
業
の
他
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
よ
り
空

き
室
と
な
っ
た
部
屋
を
楽
器
練
習

室
に
改
修
す
る
相
良
総
合
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
、
田
沼
意
次
侯
が

登
場
す
る
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ

う
」
活
用
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

各会計の予算額

会計名 予算額 伸率

一般会計 217億円 △4.5％

特別会計 101億7,175万円 △0.8％

国民健康保険 50億4,957万円 △1.2％

後期高齢者医療 ６億8,115万円 17.8％

介護保険 44億3,206万円 △2.2％

土地取得 13万円 △99.2％

農業集落排水事業 884万円 △18.3％

企業会計 13億2,778万円 △7.0％

水道事業 13億2,778万円 △7.0％

総合計 331億9,953万円 △3.5％

＊水道事業会計の予算は収益的支出額と資本的支出
　額の合計。
＊総合計は一般会計、特別会計、企業会計の合計。

す
。

　
総
務
費
は
、
書
か
な
い
窓
口
シ

ス
テ
ム
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
税
証
明
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ラ
ウ
ド

型
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
促
進
し
ま
す
。
高
校
生

な
ど
を
対
象
に
し
た
バ
ス
通
学
定

期
券
の
購
入
補
助
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
の
駅
の
駐
車
場

な
ど
整
備
事
業
、
相
良
牧
之
原
Ｉ

Ｃ
北
側
整
備
事
業
、
勝
間
田
公
園

整
備
事
業
、
緑
化
推
進
事
業
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。
堤
防
整
備
事

業
や
浸
水
・
斜
面
崩
壊
対
策
事
業

と
い
っ
た
災
害
対
策
も
進
め
て
い

き
ま
す
。
生
活
道
路
な
ど
の
改
良

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
道
の
駅
の

用語解説

農
産
物
直
売
所
な
ど
整
備
事
業
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ま
き
の
は
ら
推
進

事
業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
作
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
農
業
所
得

の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
た
め
池
の
改
修
事
業

や
治
山
事
業
、
海
岸
保
全
施
設
整

備
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
女
性
消
防
操
法
大

会
出
場
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事

業
、
静
岡
地
域
消
防
広
域
化
事
業

な
ど
に
よ
り
災
害
対
応
力
の
強
化

を
図
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
、
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
、
育
児
休
業
取
得

支
援
事
業
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
促
進
に
よ
る
観
光
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
観
光
振
興
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

自主財源
109億1,336万円（50.3％）

歳入
217
億円

市税（35.6％）
　77億2,732万円

使用料・手数料など（0.7％）
　１億4,938万円

分担金・負担金（0.7％）
　１億6,507万円

寄附金（2.1％） 
　４億5,005万円

諸収入（2.7％） 
　５億8,631万円

繰入金（7.1％）
　15億3,523万円

繰越金（1.4％）
　３億円

市債（7.5％）
　16億2,560万円

国庫支出金（11.8％）
　25億5,960万円

地方交付税（13.8％）
　30億円

県支出金（7.8％）
　16億9,444万円

地方消費税交付金（5.1％）
　11億1,000万円

地方特例交付金（1.2％）
　２億5,700万円

その他交付金（1.4％）
　２億9,200万円

地方譲与税（1.1％）
　２億4,800万円

歳出
217
億円

民生費（31.6％）
　68億5,944万円

公債費（11.6％）
　25億1,711万円

土木費（7.6％）
　16億5,940万円

消防費（4.4％）
　９億5,960万円

衛生費（12.8％）
　27億7,022万円

総務費（10.1％）
　21億9,197万円

農林水産業費（5.5％）
　12億458万円

商工費（3.5％）
　７億4,960万円 議会費（0.7％）

　１億4,974万円

労働費・予備費など（0.4％）
　8,546万円

依存財源
107億8,664万円（49.7％）

～
魅
力
引
き
出
し
賑
わ
い
創
出
～

教育費（11.8％）
　25億5,288万円

予算
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主要事業
市の総合計画における７つの重要施策に掲げて
いる項目ごとに、主要事業を紹介します。

ピンク色の事業は、「富士山型ネットワークの充
実」「ゼロカーボンと経済成長の好循環の実現」
「日本一女性にやさしいまちの推進」「DXの推進」
「次代を切り拓く力を育む新しい学校づくり」の５
つの重点戦略・プロジェクトに係るものです。

▶公共交通推進事業　２億996万円
▶移住・定住促進補助事業　6,241万円
▶生ごみ減量チャレンジ事業　29万円
　�バッグ型コンポストを無償貸与し、生ごみ堆肥づく
りをすることで生ごみの減量を図る
▶創エネ・省エネ・畜エネ設備設置費補助事業
　500万円
▶省エネ住宅普及推進事業　603万円
▶省エネルギー診断奨励金　32万円
　省エネ診断を実施した事業者に奨励金を交付

▶行政サービスＩＣＴ化推進事業　459万円
▶書かない窓口システム　1,421万円
　�証明書の交付申請や引っ越し・お悔やみなどの手
続きを、申請書を記入することなく可能にするため
のシステムを構築
▶コンビニ交付システム税証明サービス　64万円
▶公民連携まちづくり事業　506万円
▶多文化共生推進事業　572万円
▶ホストタウン推進事業　904万円
▶仁田体育館及び仁田アーチェリー場解体事業
　327万円

▶ＩＣＴ活用推進事業　4,471万円
▶外国人等児童生徒教育支援事業　1,705万円
　�日本に不慣れな外国人児童生徒に対し、学習への
適応指導を図る日本語支援や保護者相談を実施
▶義務教育学校建設事業　３億5,354万円
▶将棋タイトル戦誘致推進事業　937万円
▶大河ドラマ「べらぼう」活用推進事業　8,210万円
▶魅力あるスポーツ施設整備事業　３億6,849万円
　�相良総合グラウンドの芝生化を推進し、魅力あるス
ポーツ施設を整備

相良総合グラウンドの芝生化を推進（イメージ写真）「子ども第三の居場所」を令和７年４月から榛原児童館西側に開所予定

▶オーガニックまきのはら推進事業　879万円
　�「荒廃農地の増加抑制及び収益化」と「環境に配慮
した農業」を推進

▶育児休業取得支援事業　36万円
▶スタートアップ支援事業　564万円
▶RIDE ON MAKINOHARA ポイント還元事業
　4,155万円
▶企業立地促進事業　1,966万円
▶スポーツ合宿等事業費補助金　500万円
▶沿岸部活性化事業　1,812万円

オーガニックまきのはら推進事業で産地化している「波乗りレモン」 書かない窓口システム（操作イメージ）

市政経営生活環境産業経済

教育文化健康福祉 夢に乗るまち  牧之原
豊かな自然を活かした
心豊かでアクティブな

暮らしが実現できるまち

主要事業
令和６年度

▶放課後児童クラブ運営事業　１億3,811万円
▶子どもの居場所支援事業　6,672万円
　�家庭や学校に居場所がない学齢期の子どもに対し、
榛原児童館の西側に増築することで新たな居場所
を用意すると同時に、生活や学習の総合支援を行う
▶小学校入学支援金支給事業　931万円
▶こども医療費助成事業　１億8,409万円
▶ワクチン（帯状疱疹・おたふく）接種事業　356万円
▶出産・子育て応援給付金事業　2,025万円

生ごみをバッグ㊥に入れると堆肥化（使用前㊧と使用中㊨）

建築予定地建築予定地

▶クラウド型被災者支援システム導入事業　680万円
　�災害時の罹災証明の発行や被災者台帳の管理、平
時の要支援者個別避難計画の作成・更新など、被災
者支援に関する業務について、ＩＣＴを活用した管
理システムを導入
▶農村地域防災減災事業　2,575万円
▶地頭方漁港海岸防潮堤整備事業　１億5,000万円
▶海岸防潮堤（レベル２）整備事業　2,100万円
▶静岡地域消防救急広域化事業　６億7,005万円

防災

令和５年度に整備した細江地区の海岸防潮堤（レベル２想定）

▶農業集落排水転換事業　5,100万円
▶空港隣接事業　8,100万円
▶相良牧之原ＩＣ北側地域整備事業　1,300万円
▶道の駅整備事業　５億2,408万円
▶立地適正化計画策定業務　773万円
▶新拠点開発推進事業　２億582万円
▶都市下水路内水浸水想定区域図作成事業
　2,500万円
▶公園整備事業　970万円
　油田の里資料館改修や看板設置など公園環境整備

都市基盤

造成工事中の「道の駅」（３月27日撮影）

↑至富士山静岡空港

→至吉田

道の駅

駐車場

主要
事業
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